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９
月
３
日
（
日
）、
10
時

か
ら
朝
霞
市
民
会
館
に
て
、

全
分
会
か
ら
79
人
が
参
加

し
、
支
部
活
動
者
会
議
・
出

陣
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
澤
副
支
部
長
の
司
会
で

開
会
し
、
丸
山
支
部
長
か
ら

「
こ
の
間
の
拡
大
月
間
の
成

果
は
事
業
所
か
ら
の
加
入
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

中
事
業
所
訪
問
や
分
会
の
統

一
行
動
で
の
地
道
な
訪
問
行

動
が
成
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。
３
０
０
０
人
支
部
復
活

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

に
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

名
雪
組
織
部
長
か
ら
こ
れ

ま
で
の
拡
大
月
間
の
到
達
と

特
徴
、
今
後
の
統
一
行
動
の

日
程
な
ど
の
拡
大
月
間
成
功

に
向
け
た
行
動
提
起
が
さ
れ

ま
し
た
。
井
口
書
記
次
長
か

ら
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
の

取
組
み
の
提
案
、
小
須
田
書

記
次
長
か
ら
の
「
組
合
業
務

○
×
ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
、

分
会
か
ら
の
決
意
表
明
と
な

り
ま
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

藤
原
副
支
部
長
か
ら
「
人
と

人
と
の
繋
が
り
は
大
切
で

　

8
月
29
日
（
火
）
10
時
30

分
か
ら
朝
霞
市
役
所
で
、
朝

霞
市
市
長
懇
談
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
朝
霞
市
か
ら
は

富
岡
市
長
の
代
理
で
神
田
副

市
長
が
参
加
し
朝
志
和
支
部

か
ら
は
藤
原
副
支
部
長
と
書

記
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

要
請
書
に
沿
っ
て
懇
談
を

行
い
、
神
田
副
市
長
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
要
請
内
容
に
つ
い

て
は
担
当
部
署
へ
回
し
検
討

を
お
こ
な
い
、
文
章
で
回
答

し
ま
す
」
と
答
え
た
う
え

で
、「
今
の
建
設
産
業
の
高

齢
化
・
離
職
率
に
つ
い
て

は
、
私
自
身
心
配
し
て
い
ま

す
。
設
計
労
務
単
価
は
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
現
場
と
の

実
態
に
差
が
あ
る
状
態
で

す
。
建
設
業
は
社
会
を
守
り

上田本部副委員長（左）、名雪組織部長（右）

イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
大
切
な

仕
事
と
い
う
意
識
が
持
て
る

よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
ね
」
と
続
け
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
要
請
内
容
に
関

し
て
の
事
例
な
ど
を
挙
げ
な

が
ら
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
志
木
市
長
懇
談
、

和
光
市
長
懇
談
と
も
に
９
月

１
日
に
行
わ
れ
、
懇
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

要請書と福祉募金を神田副市長に手渡す藤原副支部長

全分会から 79人が参加した支部活動者会議＝朝霞市民会館にて

前 進

東
日
本
大
震
災

か
ら
12
年
が
経

過
し
た
。
私
の

な
か
で
は
過
去

の
記
憶
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
進
行
形
で
起

こ
っ
て
い
る
「
処
理
水
の
海

洋
放
出
」
が
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
私
は

「
な
ぜ
今
に
な
っ
て
？
」
と

い
う
疑
問
が
あ
り
調
べ
て
み

た
▼
福
島
第
一
原
発
は
事
故

で
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
（
燃

料
デ
ブ
リ
）
を
今
も
冷
や
し

続
け
て
い
る
。
こ
の
汚
染
水

を
多
核
種
除
去
設
備
（
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
）
な
ど
で
処
理
し
、
ト

リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物

質
を
基
準
値
以
下
ま
で
取
り

除
く
が
、
そ
の
処
理
水
は
福

島
第
一
原
発
の
敷
地
内
に
設

置
さ
れ
た
１
０
６
１
基
の
貯

蔵
タ
ン
ク
に
溜
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
増
え
続
け
る

汚
染
水
を
溜
め
て
お
く
ス
ペ

ー
ス
が
足
り
な
く
、
海
洋
放

出
に
至
っ
た
。
処
理
水
と
言

っ
て
も
ト
リ
チ
ウ
ム
と
炭
素

14
は
残
る
。
炭
素
14
の
半
減

期
は
５
７
３
０
年
と
気
の
遠

く
な
る
話
だ
▼
今
年
の
夏
の

異
常
な
暑
さ
も
人
間
に
よ
る

環
境
汚
染
が
原
因
。
ア
ニ
メ

「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
で

は
地
球
環
境
の
悪
化
が
進
ん

だ
た
め
、
宇
宙
に
人
工
の
大

地
「
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
」

を
建
設
し
、
移
住
を
さ
せ
て

い
る
▼
戦
争
や
軍
事
費
に
税

金
を
使
う
の
で
は
な
く
、
地

球
環
境
守
る
た
め
に
税
金
を

使
う
こ
と
を
求
め
る
。

秋の拡大月間が 9月、10 月で取

り組まれています。組合に未加入

の方がいたら、ぜひご紹介をお願

いします。

す
。
建
設
職
人
が
輝
く
た
め

に
は
組
合
員
同
士
の
繋
が
り

が
必
要
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
西
次
世
代
対
策
部

長
か
ら
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
ま
し
た
。

し
た
。
続
い
て
「
埼
玉
土
建

50
年
の
あ
ゆ
み
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

視
聴
を
行
い
、
９
月
の
執
行

委
員
会
の
提
案
が
行
わ
れ
昼

食
休
憩
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
亀
山
常
任
執
行
委

員
に
よ
る
「
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
参
加
し
て
」
の
報

告
が
あ
り
、
上
田
本
部
副
委

員
長
か
ら
「
数
は
力
で
す
。

要
求
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
組
織
数
が
必
要
で

す
。
支
部
や
分
会
の
行
事
も

開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

本
日
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
先
頭
に
立
ち
若
い
仲
間
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-

ヨ
コ
の
カ
ギ-

①
う
ろ
こ
雲
と
も
い
う
巻
積

雲⑤
…
に
耳
あ
り
障
子
に
目
あ

り⑦
ビ
ー
ル
と
い
え
ば
、
こ
の

国⑧
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の
Ｍ
は
？

⑩
急
（
せ
）
い
て
は
事
を
…

⑪
…
方
、
…
心
、
…
元

⑫
間
に
合
っ
て
い
ま
す
。
…

サ
ン
キ
ュ
ー
で
す

⑬
全
国
い
た
る
所
。
…
浦
浦

⑮
「
…
布
武
」
は
織
田
信
長

が
印
章
に
用
い
た
言
葉

⑰
小
説
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
を
書
い
た
の
は
？

⑳
小
規
模
な
医
療
施
設

㉑
Ａ
Ｐ
と
か
Ｕ
Ｐ
Ｉ
は
…
社

-

タ
テ
の
カ
ギ-

①
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
…
を

正
解
者
に
は
抽
選
で
５
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

宛
先
：
支
部
教
宣
部
あ
て
締
切
：
二
五
日
消
印

　

当
選
者
は
、
発
送
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

１
９
４
５
年
8
月
6
日
と

9
日
に
、
そ
の
日
以
来
使
わ

れ
て
い
な
い
、
と
て
つ
も
な

い
被
害
を
も
た
ら
す
原
子
爆

弾
が
、
広
島
と
長
崎
に
投
下

さ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
78
年
が

過
ぎ
て
も
、
い
ま
だ
に
あ
の

恐
ろ
し
い
核
兵
器
は
、
無
く

な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
個
人

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
押
し
通

す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
使

お
う
と
し
て
い
る
国
家
元
首

す
ら
存
在
し
て
い
る
。

　

今
年
5
月
に
は
G7
サ
ミ
ッ

ト
が
被
爆
地
広
島
で
開
催
さ

れ
、
7
か
国
と
EU
の
首
脳
9

人
そ
し
て
、
電
撃
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
が
、
広
島
の
原
爆
資
料
館

を
見
学
し
、
原
爆
の
悲
惨
さ

を
40
分
と
い
う
短
い
間
で
は

あ
っ
た
が
、
体
験
し
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
持
っ
た
は
ず
だ

と
思
い
た
い
。

　

8
月
6
日
の
広
島
平
和
記

念
式
典
と
8
月
9
日
の
長
崎

平
和
祈
念
式
典
の
ほ
か
に
、

二
つ
の
民
間
団
体
が
、
核
兵

器
廃
絶
・
脱
原
発
・
被
爆
者

と
の
連
帯
を
掲
げ
、
各
々
世

界
大
会
を
現
地
に
て
開
催
し

て
い
る
。

　

今
年
の
埼
玉
土
建
か
ら
の

派
遣
は
8
月
7
日
か
ら
9
日

に
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
「
原

水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
」
主

催
の
「
原
水
爆
禁
止
２
０
２

３
年
世
界
大
会
」
に
参
加
し

た
。
支
部
か
ら
は
、
木
村
書

記
、
山
本
書
記
、
亀
山
教
宣

部
長
が
参
加
し
た
。

閉会総会の様子＝長崎市民体育館にて

閉会総会での各団体からの訴え２日目の分科会の様子

た
く
さ
ん
掘
っ
た
故
中
村
哲

医
師

②
海
外
で
は
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ

③
ぜ
い
た
く
を
し
な
い
生
活

④
カ
エ
デ
科
の
数
種
を
こ
う

呼
ぶ

⑤
…
活
、
…
適
、
…
挙

⑥
こ
の
国
も
ビ
ー
ル
で
有
名

で
す

⑨
霊
長
類
と
は
人
間
を
含
む

…
の
仲
間
で
す

⑪
ア
シ
カ
の
仲
間
の
海
獣

⑫
手
応
え
な
し
。
…
に
腕
押

し⑭
兵
庫
県
豊
岡
市
と
い
え
ば

全
国
有
数
の
…
の
産
地
で
す

⑮
手
間
が
か
か
る
こ
と

⑯
昼
休
み
の
…
で
午
後
の
仕

事
は
能
率
ア
ッ
プ

⑱
…
は
友
を
呼
ぶ

⑲
元
素
番
号
26
、
元
素
記
号

は
Fe

　

大
会
初
日
、
会
場
の
長
崎

市
民
会
館
体
育
館
に
て
15
時

か
ら
開
会
総
会
が
始
ま
り
、

主
催
者
の
冨
田
宏
治
国
際
会

議
宣
言
起
草
委
員
長
や
、
日

本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
の
田
中
重
光
代
表
委
員
は

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の

悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た

め
、
各
国
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
参
加
を
迫
り
、

核
兵
器
完
全
廃
絶
こ
そ
が
人

類
を
滅
亡
か
ら
防
ぐ
唯
一
の

方
法
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
海
外
か
ら
の
参
加
者
も

核
抑
止
力
論
の
危
険
性
を
指

摘
し
、「
禁
止
条
約
は
建
設

的
で
重
要
な
国
際
法
で
あ

り
、
多
く
の
国
の
署
名
と
批

准
が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。　

　

鈴
木
史
朗
長
崎
市
長
か
ら

は
、「
ロ
シ
ア
が
核
兵
器
使

用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
お
り
、

核
兵
器
使
用
を
タ
ブ
ー
視
す

る
風
潮
が
、
ど
ん
ど
ん
弱
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
、
被
爆
地

は
危
機
感
を
強
め
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

各
地
か
ら
参
加
し
た
高
校

生
た
ち
が
目
指
す
も
の
は
、

主
催
団
体
の
域
を
超
え
た
純

粋
で
本
物
の
平
和
へ
の
願
い

が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
各
分
科
会
に
分

か
れ
、
参
加
者
は
各
々
の
会

場
へ
と
向
か
う
、
第
１
分
科

会
か
ら
第
11
分
科
会
ま
で
あ

り
、
第
4
分
科
会
で
は
、
ヒ

バ
ク
シ
ャ
の
体
験
と
思
い
を

聞
き
、
心
の
叫
び
を
交
流
し

ま
す
。
本
来
午
後
ま
で
の
分

科
会
で
し
た
が
、
今
回
は
台

風
の
影
響
で
、
時
間
短
縮
し

午
前
中
で
終
了
。
3
日
目
に

予
定
し
て
い
た
、
閉
会
総
会

が
14
時
か
ら
行
わ
れ
、
国
連

の
中
満
泉
軍
縮
担
当
上
級
代

表
他
や
、
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
の
田
中
熙
巳

代
表
委
員
が
長
崎
で
の
被
爆

体
験
を
語
り
「
被
爆
者
の
体

験
を
追
体
験
し
、
リ
ア
ル
に

掴
む
こ
と
が
、
核
兵
器
を
な

く
す
た
め
の
大
き
な
行
動
力

に
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約

を
力
に
、
草
の
根
の
運
動
と

市
民
、
各
国
政
府
の
共
同
を

大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
日
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
言
う
、「
長
崎
か
ら
の
よ

び
か
け
」
を
採
択
し
、
閉
会

と
な
っ
た
。

　

３
日
目
は
、
ま
だ
長
崎
ま

で
は
到
達
し
て
い
な
い
台
風

を
心
配
し
な
が
ら
、
長
崎
原

爆
資
料
館
を
見
学
し
、
改
め

て
原
爆
の
悲
惨
さ
と
、
絶
対

に
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
思
い
を
体
験
し
た
。

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
年

世
界
大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い
る
自
治
体
の
首
長

は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が

核
兵
器
に
反
対
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
埼
玉
県

で
は
所
沢
、
戸
田
、
蕨
、
秩

父
の
各
市
と
、
上
里
町
だ
け

で
し
た
。【

中
央　

亀
山
章
】


